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本研究は観光地から帰宅途中の計画外立ち寄り行動に着目して，その実態把握と滞在時間に関連する要

因を分析するものである．観光客の帰宅途中における計画外の立ち寄りは渋滞緩和や観光地での滞在時間

拡大の面から期待されているが，その実態は明らかになっていない．また，計画外立ち寄りは計画された

観光滞在と異なる性質をもつが，滞在時間と関連する要因に着目した研究はない．本研究ではカーナビゲ

ーションアプリから得られた GPS 走行データと経路検索データを統合し，渋滞シーズンにおける観光地か

らの帰宅開始後の立ち寄り行動を抽出した．当該立ち寄りの空間特性や滞在時間特性を明らかにし，滞在

時間と関連する要因を特定するため滞在時間モデルを構築した．その結果，帰宅経路検索時における渋滞

状況と滞在時間の関連性が示唆された． 
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1. はじめに 
 

 日本の休日において，観光地から首都圏への交通集中

によって生じる渋滞は慢性的な課題である．渋滞状況下

において観光客は渋滞による不便益を避けるためにルー

トや計画の変更する可能性がある．既存の研究では渋滞

状況を認識した後に出発時刻を早めにする傾向が確認さ

れている 1)． 一方で当初の観光計画を取りやめ出発時刻

を早める渋滞回避行動は，観光地域にとって観光消費機

会の減少を招いてしまう．そのため観光地内で余暇活動

を促進し，更なる帰宅交通の分散を展開するためにも渋

滞ピーク後の帰宅開始への転換も重要である．近年

NEXCO東日本2)では渋滞予測や商業施設のクーポンの提

供をすることで観光消費促進と渋滞緩和を狙った実証実

験が行われるなど，帰宅時間の後ろ倒し行動変容が期待

されている． 

渋滞回避行動は目的地訪問を意図した通常の滞在行動

と異なる側面を持つと考えられる．そのため帰宅時の計

画外滞在行動の特徴を把握することは，観光客の渋滞回

避を促進させる施策運営上重要である．しかし，従来の

観光滞在行動分析を行った研究は周遊行動に焦点を当て

たものが多く 3)  4)  5)，観光客の帰宅途中の立ち寄りに着目

した実態把握研究は数少ない． 

本研究は，観光客の帰宅途中における計画外立ち寄り

行動に着目し分析を行う．ナビゲーションアプリから得

られた経路検索データと受動的な測位情報（パッシブプ

ローブ）の両方を用いて帰宅途中の計画外立ち寄り行動

の抽出を行う．計画外滞在特性の実態把握とともに，滞

在時間モデルを用いて計画外立ち寄り行動の滞在時間と

関連する要因を明らかにすることを目的とする． 

 

2. 観光後の計画外立ち寄り行動の抽出 

 

(1) データ特性 

本研究で用いる経路検索データとパッシブプローブは,

株式会社ナビタイムジャパンが運営する携帯ナビゲーシ

ョンアプリ「カーナビタイム」及び「ドライブサポータ

ー」で 2017年 7月から 2019年 11月の間に取得されたも

のである．両データに記録されている代表的な項目の一

覧を表-1 に示す．経路検索データには，経路検索を行

った時刻，出発地・目的地情報（1km メッシュ加工），

検索で指定された時刻条件などが記録されており，パッ

シブプローブには端末位置情報，測位時間，走行中の道

路情報などが記録されている．この両データはプライバ

シーに考慮された紐づけ用 ID によって相互の関連付け

が可能である．そのためパッシブプローブ単体では知り 
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表-1  分析データの格納項目一覧

 

 

得ないトリップに関するOD情報が補足できる． 

 

(2) 分析対象地域の選定 

 本研究では，山梨県・長野県における帰宅時の立ち寄

り行動の分析を行う．山梨県・長野県から東京都市圏を

結ぶ中央自動車道では休日に渋滞が多く生じることで知

られている．特に小仏トンネル付近はサグ部による減速

でボトルネックとして知られており，国土交通省公表の

渋滞区間ランキング 6)では毎年上位に位置する．当該区

間上流には富士観光圏や信州観光圏が存在し，下流には

居住人口の多い東京都市圏が存在する．そのため，観光

地から帰宅途中における計画外立ち寄り行動を分析する

のに適した地域である． 

 

(3) 観光後の計画外立ち寄り行動の抽出方法 

はじめに，当該データのレコードが観光客の利用によ

るものであることを担保するため分析対象日は休日に絞

った．ナビゲーションアプリの性質上，利用者は運転環

境に対して不慣れであり非定常な移動を行っている．特

に休日では出張などの業務交通が減り，私事や観光によ

るアプリ利用が支配的と推察される． 

次に帰宅トリップを抽出するため絞り込みを行った．

はじめに，NEXCO 中日本が提供した渋滞履歴情報を用

い，小仏トンネル上り線付近で交通集中渋滞の実績があ

った日曜日と連休終盤の曜日の計 42 日間を選定した．

また一般的に都心への帰宅ピークは夕方時間帯に集中す

るため，観光客は午後に帰宅を始めると考えられる．そ

こで本研究では当該 42 日間のうち，正午以降に出発地

を山梨県又は長野県に設定し，目的地を東京都，神奈川

県，埼玉県，千葉県，茨城県のいずれかに設定し検索し

たアプリ利用者を対象にした． 

上述の条件に当てはまった利用者の帰宅経路検索を実

行した時刻から高速進入時までのGPS走行軌跡を抽出し，

その間に滞在と判定されたレコードは帰宅途中の計画外

の立ち寄りによるものとした．このときの滞在判定は，

接続性項目で不連続を示したレコードとその直前のレコ

ード間で，距離が 2km 以内かつ測位時間差が 20 分以上

のものを滞在と判定した． 

これらのGPSデータの前処理プロセスを経て得たレコ

ードを時空間的に滞在傾向を把握し，滞在時間と関連す

る要因について分析を行った． 

表-2 滞在時間モデル説明変数一覧表 

 

(4) 計画外立ち寄りの滞在時間の要因分析 

 本研究は，生存時間解析を用いて，滞在時間に関連す

る要因の分析を行った．具体的には，生存時間解析にお

けるイベントの発生（死亡や疾患再発など）を滞在終了

と見立てた滞在時間モデリングを行う．後述のように滞

在時間が極値分布形を示したこと，滞在時間に関与する

共変量特定することが目的であることから，ワイブル分

布を仮定したパラメトリックモデリングを採用した．こ

のときハザード関数を用いたワイブル分布仮定の確率密

度関数は式(1)で表される． 

𝑓(𝑡) =
𝜌

𝜆
(

𝑡

𝜆
)ఘିଵ exp ൬− ൬

𝑡

𝜆
൰

ఘ

൰             (1) 

なおワイブル分布には 2 つの母数𝜆, 𝜌が存在しどちら

を構造化させるかは既往研究でも様々だが，本研究では

森地ら 5)  と同様に尺度パラメータ𝜆を構造化し，形状パ

ラメータ𝜌はそのまま最尤推定した．なお，𝜆は次式(2)

の線形和の形で推定した（𝜆は正値を示した）．なお推

定された𝛽௝の挙動として，正値は滞在時間の長時間化に

負値は短時間化への影響を意味する. 

𝜆 = ෍ 𝛽௝𝑋௝ + 𝑐𝑜𝑛𝑠𝑡

௄

௝ୀଵ

     (2) 

(𝛽௝ :係数パラメータ, 𝑋௝ :説明変数, 𝐾 :説明変数の数

𝑐𝑜𝑛𝑠𝑡:定数項） 

次に本研究で用いた説明変数を表-2 に示す．なお，

推定渋滞長は帰宅検索時の地点から小仏トンネル付近に

移動するまでの所要時間を加味した時刻𝑡௝における渋滞

長𝐿௧ೕ
を採用した．このとき𝐿௧ೕ

は渋滞履歴情報に含まれ

る当該区間の渋滞最大長𝐿௠௔௫，渋滞開始時刻𝑡௦，渋滞

最大時刻𝑡௣，渋滞解消時刻𝑡௙を用いて算出した．具体

的な算定式は式(3)である． 

𝐿௝ =

⎩
⎪
⎨

⎪
⎧

𝐿௠௔௫

 𝑡௣ − 𝑡௦
൫𝑡௝ − 𝑡௦൯        𝑡௦ <  𝑡௝ < 𝑡௣

𝐿௠௔௫ −
𝐿௠௔௫

 𝑡௙ −  𝑡௣
𝑡௝       𝑡௣ <  𝑡௝ < 𝑡௙

                      0                𝑡௝ < 𝑡௦ 𝑎𝑛𝑑 𝑡௝ > 𝑡௙

(3)

 

また施設種ダミーは滞在レコードの最近隣に存在する

スポット情報から変数構築を行った．このときの施設情

報は，googleplacesAPI および観光情報サイト mapple travel 

guide 7)に掲載されている情報を参考にスポット情報を抽 

 

経路検索データ項目 プローブデータ項目

紐づけ用ID（加工再編済み） 紐づけ用ID（加工再編済み）

検索出発地 端末位置情報（緯度経度がリンク単位で統合）

検索目的地 測位時間

検索指定時間 有料道路区分

検索リクエスト時間 行動連続性バイナリ（連続：１,不連続：０）

※経路検索データの発着地条件は3次メッシュに再編、プローブデータでは発着地の近隣100mの削除されている

説明変数 内容

線形推定渋滞長（小仏TN到着時）
帰宅検索案内時の小仏TN付近の渋滞長を渋滞最大長,渋滞開
始時間,ピーク時間,解消時間を用いて線形的に予測した値

渋滞拡大ダミー 渋滞が拡大傾向のときに1,縮小傾向のときに0

スポット訪問時刻 計画外の滞在が開始された時間

帰宅所要時間 帰宅経路検索における発着地間の所要時間（APIで取得）

温泉/体験施設/美術館ダミー 滞在レコードの最近隣に当該施設種別が存在したら1
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図-1 計画外滞在時間構成 

 図-2滞在時間別立ち寄り開始時間帯構成内訳 

 

出した. 

 
3. 観光後の計画外立ち寄り行動の時空間把握 

 

分析対象の 42 日間のナビゲーションアプリ利用者は

17478人であり，そのうち 7768人が帰宅経路検索を行っ

たと判定された．2-3 の滞在判定法を 7768 人に対して行

った結果 633人が帰宅検索後の計画外滞在を行ったと判

定された．また，84 人が複数回の滞在を行っており計

727件の滞在レコードが確認された． 
滞在時間別の計画外滞在件数を図-1に示す．計画外滞

在の件数は 20~40 分の滞在時間に偏っており，長時間に

なるとともに発生件数が減少している．計画外立ち寄り

であるため気軽に訪問しやす施設種が多いと考えられる． 

 次に滞在時間ごとの立ち寄り開始時間帯構成を図-2

に示す．20~100分の間では立ち寄り開始時間構成が概ね

安定している．一方で，サンプルは少ないものの

16:00~20:00 の来訪時間帯では滞在が長時間傾向にある．

分析対象の 42 日間のうち 8 割強がこの時間帯に渋滞ピ

ークを迎えるため，渋滞解消傾向になるまで滞在を長期

化することが要因として考えられる． 

次に，計画外滞在を1kmメッシュ単位で集計し時空間

的に把握した（図-3）．このとき縦軸が滞在件数，棒の 

図-3  計画外滞在件数及び滞在時間の空間分布 

 

色の程度がメッシュ単位の平均滞在時間である．観光ス

ポットが集中している地域（濃い紫色の地域）内で滞在

実績が分布しており，その多くは短時間滞在の傾向を示

している．その中でも滞在件数の多いメッシュには道の

駅が存在しており，計 68 件の滞在レコードが道の駅の

300m 以内で確認された．道の駅は観光機能と休憩機能

を有しその多くが幹線道路沿線に立地している．そのた

め帰宅時には休憩による立ち寄りが多いと考えられる． 

一方，平均滞在時間が長い地域には美術館や温泉が存

在していた．中でもほったらかし温泉は最短でも 47 分

の滞在時間であり，高速に乗る直前に訪問する行動パタ

ーンが複数見られた．帰宅後の自宅における入浴活動を

前倒しして観光地で入浴する間に，渋滞解消を期待した

行動が存在すると考えられる． 

 

4. 滞在時間モデル推定結果 

 

渋滞拡大傾向による滞在時間の違いを確認するため，

小仏トンネルの渋滞時間帯に関係のない滞在レコードを

除いた 503サンプルで分析を行った．この滞在時間モデ

ルの推定結果を表-3 に示す．スポット訪問時刻以外の

変数で有意性が確認された．観光周遊行動の滞在時間を

分析した既往研究では，一般的に来訪時間と滞在時間の

関連性が示されている 4) 5) ．しかし，計画外立ち寄りで

は来訪時間は有意にならないことから，滞在時間と来訪

時間の関係が渋滞要因によって弱まっていると考えられ

る． 

次に渋滞要因の変数に着目すると，渋滞長が長いほど

滞在時間を延長する傾向にある．また同じ渋滞長であっ

ても渋滞拡大時のほうが滞在長期化しやすい結果となっ

た．帰宅経路検索時に渋滞長が 25kmで拡大中であるケ 
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表-3 滞在時間モデル推定結果一覧表

 

図-4  滞在時間累積確率の渋滞ケース比較 

 

ースと渋滞が5kmで縮小中であるケースを比較した感度

分析の結果を図-4 に示す．100 分以内の滞在確率におい

て，前者は 90%弱であるのに対し，後者は 100%弱を占

める．そのためリアルタイムな渋滞予測を観光客に提供

することは滞在行動変容に影響を与える可能性がある．

またこの結果から渋滞ピークの前には観光客へ渋滞予測

を積極的に提供することが望ましい可能性がある． 

一方で滞在地点からの帰宅所要時間は滞在時間の短時

間化に寄与している．帰宅所要時間が長い場合，観光客

は帰宅制約により渋滞に対する許容度が下がり滞在を早

く切り上げると考えられる．一方で，すぐに帰ることが

できる観光客は時間的余裕があり，渋滞に巻き込まれて

まで帰宅を急ぐ必要がないと考えられる． 

また，空間集計でも確認されたように，温泉やアミュ

ーズメント施設が長時間滞在に寄与する施設種別であっ

た．そのため施設種類と滞在時間の関連性で，計画外滞

在と計画滞在の違いはなかった． 

 
5. まとめと今後の展開 

 
観光客の渋滞回避のための行動変容促進に向けて，本

研究では山梨・長野における計画外立ち寄りの実態把握

分析を行った．通常の観光での滞在行動と同様に温泉や

アミューズメント施設で滞在時間が長期化することが明

らかになった．一方で， 帰宅時の交通状況や時間制約

が滞在時間に影響を与えることを確認でき，帰宅途中の

計画外立ち寄りの特性が明らかになった． 

本研究では滞在時間に着目して渋滞回避の傾向を分析

したが，今後は計画外立ち寄りの発生要因も考慮した帰

宅検索後の活動選択の記述が必要と考える． 
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UNDERSTANDING UNPLANNED TOURIST STOP LENGTH DURING 

RETURNING HOME AFTER SIGHTSEEING 
 

Shota KOBAYASHI, and Yiping LE  
 

Unplanned tourist stops during returning home are important to disperse traffic jams and vitalize the 
tourism industry. Although many studies focused on the length of planned stops during tourism activities, 
few studies focused on unplanned stop behavior. This paper focused on the unplanned tourist stop, using 
GPS data and route search data. The study revealed the temporal characteristics by aggregating stop records 
and factors of those stops by parametric duration model. The estimated result indicates that the condition 
of traffic jams relates to the length of unplanned tourist stops. 
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計画外滞在時間（分）
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渋滞25km&渋滞拡大傾向

variable coef significant level
線形推定渋滞長（小仏TN到着時） 3.783 **
渋滞拡大ダミー 9.852 **
スポット訪問時刻 1.953
帰宅所要時間 -3.681 **
施設種ダミー（温泉/体験施設/美術館） 10.969 *
定数項 49.950 ***

ρ 定数項 1.739 ***
平均対数尤度 (N=503) -4.707

※ *:10%,**:5%,***:1%

λ
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